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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 

本研究では、多様なヘテロ典型元素をπ共役系に組み込んだ新規有機半導体分子を設計・合成し、その
電子・光物性を明らかにすることを目的とした。得られた化合物の溶液状態およびホスト中へのドープ薄
膜のいずれにおいても、最高で 94%の高い発光量子収率を示すことがわかった。ヘテロ元素を導入するこ
とで、非導入類縁体と比較して著しく発光量子収率が向上することを明らかにした。また、発光波長につ
いては、ドープ膜中で青～緑色領域に発光極大が観測されており、ヘテロ典型元素の種類によって、ある
程度発光色をチューニング可能であることを示した。いずれの発光も寿命は数ナノ秒のオーダーであり、
蛍光に基づく強い発光が観測された。さらに、本材料を発光材料に用いた高効率有機発光ダイオードの開
発も行った。明確な発光が観測される turn-on 電圧は 3.0 V 以下であり、また最高輝度は作製した全てのデ
バイスにおいて 26000 cd/m2を超え、優れた電界発光特性を示すことが明らかとなった。高いものでは 6%
を超える外部 EL 量子効率を示した。さらに、実効的な輝度 10000 cd/m2においても約 6%の外部量子効率
を保持することが確認され、高電流密度下においても、バランスのとれた正孔・電子注入および再結合が
起こっていることが示された。EL スペクトルからは、導入するヘテロ典型元素の種類を変化させることで、
これらの有機半導体材料由来の青色～緑色の効率的な EL 発光を観測することができた。今後の検討課題と
しては、より多様な元素導入の手法を合成化学的な観点から探索することにより、さらなる電子物性のチ
ューニングを行っていく予定である。 
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欧文概要 ＥＺ 

 
The photophysical and electroluminescent properties of a series of hetero-annulated π-conjugated molecular 

materials have been investigated using absorption and photoluminescence spectroscopy, transient measurements, and 
quantum-chemical calculations. All these compounds show bright luminescence with high quantum yields both in 
solutions and in doped thin films with a host matrix. Furthermore, organic light-emitting diodes (OLEDs) employing 
these luminescent materials as emitters exhibit high external electroluminescence quantum efficiencies of ~6% at a 
practical brightness. 
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